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第1章 はじめに 

1-1 背景 

蒲郡市には、学校や公民館、文化施設など、様々な公共施設が整備されています。しかし、

近年、建物自体の老朽化、市民のニーズの多様化、少子高齢化の進展などにより、各施設を

取り巻く環境は日々変化しつつあります。 

本市が保有する施設はモーターボート競走会計からの繰入金が潤沢だった昭和 50 年代ま

でに整備されたものが多く、近い将来、一定期間に大規模改修や建替えが集中することが想

定され、既存の施設を現状のまま維持するには多額の費用が必要になることが見込まれます。 

また、人口減少、少子高齢化による世代構成の変化の中で、社会が公共施設に求めるニー

ズが大きく変化し、高度経済成長期の整備時に想定した設置目的が、現在のニーズに即して

いない可能性があります。このような状況の中で、財政状況や社会情勢の変化を考慮し、将

来の公共施設のあるべき姿を検討する必要があります。 

さらに、平成 26 年 5 月に愛知県が発表した東海地震・東南海地震・南海地震等の被害予測

調査結果による蒲郡市の被害想定では、最大震度は 7、最大津波高は 5.0ｍとされており、防

災対策の観点からも検討を行う必要があります。 

 

1-2 本白書作成の目的 

上記の背景に基づき、蒲郡市の公共施設の現状と課題をありのままに示すことを目的とし

て、蒲郡市公共施設白書を作成します。そして、本白書で明らかとなった課題を解決するた

めに、全庁的な視点で将来の公共施設のあるべき姿を検討していきます。本白書はその取組

みの出発点となるものです。 

 

【本白書をご覧いただくにあたっての注意点】 

・公共施設の現状については、平成 25 年度末時点の値を用いています。 

・本白書に掲載している数値は、表示単位未満を四捨五入して掲載しています。そのため表

示数値の合計は合計値と一致しない場合があります。 

・体育施設や公園において、複数の施設を一括した形で指定管理を行っている場合は、施設

ごとの経費を費用に応じて按分して掲載しています。 

 

 


